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社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会

名古屋いのちの電話ｙ男？
１９９０年度事業報告
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ルソ ー の 書 い た 『 エ ミ ー ル 』 と い う 本 の 巾 に

「生きるということは、呼吸をすることではなく

て 活 動 す る こ と で あ る 。 （ 巾 略 ） 最 も 長 寿 を し た

人 は 、 最 も 長 い 年 月 を 生 き 延 び た 人 の こ と で は な

く て、 最 も 強 く 生 を 感 知 し た 人 の こ と で あ る 。 世

の 中 に は 百 年 の 長 寿 を 保 って 葬 ら れ な が ら 、 生 れ

て す ぐ に 死 ん だ と 同 じ 人 が い る 。 若 く して 墓 場 に

逝ってもせめてその時まで立派に生きていたなら、

そ の 人 は 長 生 き し た 人 で あ る 。 」 と い う 言 襲 が あ

る。
一体、生きるということはどういうことなのか、

「 人 生 と は は た して 何 な り や ？ 」 わ れ わ れ は 、 こ

の 問 を 一 生 持 ち 続 け、 あ る も の は 答 えを 得 な い ま

ま、人生を終えてしまうのである。

十 八 才 を 一 期 と して 華 厳 の 沌 に 身 を 投 じ た 一 高

（現在の東大）の哲学・１１」耶藤村操は、投身に５Ｓｙっ

て 大 樹 を 削 って 書 き 留 め た ＜ 巌 頭 の 感 ＞ の 一 節 に

「万有の真相は唯一言にして尽くす、曰く不可解」

とある。この青年は矛盾と煩悶、苦悩のなかにあっ

て、 人 生 の 意 義 を 発 見 し 得 ず に 、 み ず か ら 死 を 選

ん だ の で あ る 。 万 有 の 真 相 は 不 可 解 で は な い 。 わ

れわれは天地万有を創造し、これを支配し、守り

たもう方が確実に存在するのを知ることができる。

わ れ ら を 生 か し 、 ま た 生 き よ と い って 下 さ る 力 が

いますのである。確かに、この世は矛盾２ニ苫悩に

み ち 、 甚 だ し き 孤 独 に 陥 る こ と も あ ろ う 。 現 実 の

世 は 、 必 ず し も わ れ ら の 熱 意 と 愛 、 誠 実 と 献 身 を

受 け 人 れ る と は 限 ら な い 。 否 、 む し ろ 笑 って 顧 み

な い 場 合 が 多 いで あ ろ う 。 こ の よ う な 現 実 に 踏 み

付 け ら れ 、 わ れ わ れ の 心 は 苦 悩 と 絶 望 に 陥 ら ざ る

をえない。

文芸評論家佐古純一一郎氏の書いたものの巾に次
●●●●●●●●●●●

の よ う な 一 文 か あ る 。 「 い つ ど ん な 時 に も 私 は 一
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
人 で は な い 。 キ リス ト が 常 に 一 緒 に いて 下 さ る の

だから私は現実の苦しさに打ちひしがれそうになっ

- ２ -

厚 川 勁 一
ても希 望 を 失 う こ と が な い の で あ る 。 キ リス ト は
●●●●●●●●●●●●●●
常 に “ 心 き よ ” と 言 っ て 下 さ る 。 何 と 慰 め に 満 ち

た言葉だろう」（傍点筆者）

私 は 今 、 牧 師 と して 立 た さ れて い る が 、 青 年 時

代に幾度となく人に絶望し、みずからに絶望し、

生 き る 意 味 を 失 って、 死 を 決 意 し た こ と も し ば し

ばであった。

「あなたの若い日に、あなたの造り主を覚えよ。

悪 し き 日 が 米 た り 、 年 が 寄 っ て 、 『 わ た し に は 何 ゛

の楽しみもない』というようにならない前に、、、」

と旧約聖書＜伝道の書＞の記者は警告している。

私 は 幸 い 青 年 期 に 、 「 天 地 を 造 り 、 私 を 造 ら れ た

方 」 を 知 る こ と に よ り 、 生 き る 道 を 発 見 し 、 そ こ

で、ｆｌａｊが貞理１であり、道であり、命であるかを示

された。ｊｌｌｙの詩人は「われらの齢は七十年、健や

かで あ って も 八 十 年 」 と い っ た 。 永 遠 の 中 の ほ ん

の 一 瞬 ま さ に 一 息 で 消 え 去 る よ う な 、 こ の 地 球 上

でわずか５０億分の１の命であっても、見えざるあ

の造り主の手に支えられ、＜ - ・＞として、一人格

と して 党 え ら れて い る の で あ る 。 こ の 事 実 を 見 る

時 に 、 厳 粛 な 思 い に み た さ れ る 。 そ して、 生 き と

し生けるものへの畏敬の念を抱かせられる。

「 汝 生 き よ 」 と の 永 辿 の 彼 力 か ら の 声 を 聞 き 、 ・ ｓ

威 儀 を 正 して、 こ の 与 え ら れ た 命 を 私 す る こ と な

く、心も体もみずからよく管理し、積極的に他者-
に 仕 えて 生 き る こ と が 求 め ら れて い る 。 人 は 、 哨
一 度 し か 生 れて こ な い 、 そ して 人 は た だ 一 度 し か

生きない。

（日本柵音ルーテル静岡教会牧叩・元迎営委貝）



水 山 進 吾

長いこと教育相談にかかわってきたが、いまで

もフッと「本当にクライエントの役にたっている
のだろうか」と思うことがある。峙には「自分の

自己満足にすぎないのではないか」と落込んだ気

分になることさえある。こんな時、相談活動の効

果を客観的に示すデーターが欲しくなる。しかし、

相談活動は物の修理などとは本質的に災なるので、
その効果を明確に裏づけるデーターを提出するこ

戸｀とは実にむずかしい。

厳密なものではないが、ここに一つのデーター
がある。私も関係しているのだが、幼稚園児の母

親を対象とした教育相談（電話、而接）の半年後
の調査である（名古屋市私立幼稚園協会編障害

児とともに歩んだ記録平成元年度版）。そこで
は「相談の結柴は役にたっているか」という問に、

「はい」と答えたもの７４．３％、「すこし」が２３．０％
であった。一見、相談の効果があったように思え

るのだが、「札１談しようと思った問題は改善され
たか」という問には「はい」と答えたもの１７．９％、

「すこし」が６１．１％であった。この結果をどのよう
に評価するかはそれぞれであろうが、私としては

Ｆはい」の％がもう少し多くあって欲しい気はす

｛・る。
’ しかし、注目すべき回答もある。「相談のとき、

十分に話すことができたか」という川に、「はい」

と答えたもの８２．０％、「すこし」が１７．９％であった

こと。それから「新たに問題がおこったら、また

キｌｌｌ談に行きたいか」の問に、９４．８％が「はい」と

答えている点である。相談である以」こ、問題が解

決されれば、それにこしたことはないが、たとえ

口に見えるような改善がなされなくても、「その

時、十分話せた」、そして「何かあったら、また

相談に行きたい」という気持ちをいまも母親が持っ

ていることは、相談活動の効果ということからいっ

ても意味のあることではないか。

３

山話机談ではないが、私にとって貴重な経験か

ある。登校拒否児の相談であったが、子どもはど

うしても米れないので、母親との而接を続けてい
た。２年ほど経過しても、全く登校する気配はな

く、私の方は、母親の顔を見ると、だんだん辛く

なってきた。そんなある日、私が「こんなにせっ

せと通っておいでになるのに、当の木人はいっこ

うに変化しないので、私の方が辛くなってきまし

た」と自分の気持ちを率直に語ったことがある。

その峙、母親のいったことが強く心に残っている。

母親は「いいえ、私がここに通うことによって、

私自身が救われているのです。ここへ米ることが

なかったら、とうの昔につぶれていたと思います」

といわれた。

登校拒否の柵談であれば、子どもが学校へ行け

るようになって欲しいのだが、必ずしもうまくい

くとは限らない。登校拒否が解消されたかどうか

でいえば、これは火敗ケースである。しかし、母

親のこの言葉は、失敗とはいいきれない心味を含
んでいる。心親のふんばりは、長い目でみれば、

子どもの成長にとっていい役割を必ず果してくれ

ると思うからである。母親のこの言葉をきいて、

私自身、フーッと気分が楽になったことを、いま

でも覚えている。

クライエントが「この人には、わかってもらえ

ている」と実感するような対応かできておれば、

それだけでも相談活動の効果は十分にあったといっ

ていいのではないか。

（名古屋市立保育短期大学教授・訓練スタッフ）



１９９０年度 事 業 報 告

有志の皆様方のご協力とご援助のおかげで、社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会設立も認可され、
１９９０年度の電話相談活動を続けることができました。心から厚く御礼申し上げます。ここに１９９０年度の事業

報告をさせていただきます。

理 事 会
評議員会
運営委員会
財務委員会
訓練委員会
委員長会

理 事 会 報 告

３回

２回

１２回

９回

１１回

３回

１９ ９ ０ 年 度 の 主 な 集 会
相談員認定委員会

相談員認定式

第５期相談員饗成講座

チャリティーコンサート

開局５周年、法人設立記念式、感謝会

第１５回自殺予防シンポジウム名古屋大会

１回

１回

１２回

２回

１回

１回

名古屋いのちの電話の開局５周年を記念する年にあわせて、開局以来の念願であった法人化、即ち、社会

福祉法人愛知「いのちの電話」協会の認可をえて設立することができました事は、１９９０年度の最大の出来ご
とであり、支援下さった方々と共に感謝会を開催することができました。又、記念事業として、第１５回自殺

予防シンポジウム名古屋大会を地域の関係の方々及びボランティアの全面的バックアップによって開催し、

全国から３６９名の方々と成果をわかちあえたことは誠に感謝でありました。

電話相談の総受信件数は、７３、４１８件（’９１年３月３１日現在）に達しております。又、本年も１２０社の法人の

賛助と資金ボランティアとして賛助会員、寄付者の方々のあたたかなご支援により、基金に５９０万円を組入
れることができ、開局以来初めての黒字決算となりました。誠に有難うございました。

ボランティア相談員の方々も良い状態の時ばかりではなく、実働１５０名のレベルを越えることの困難さの

中で互に助け合いながら相談の受話器をとっていただいております。
なお、開局以来尽力下さった方々の転任による辞任が続いており、特に理事の塚田道生氏の辞任は誠に淋

しいことですが、後任に水谷巍氏が選任されました。

今後は、２４時間体制の確立により、社会福祉法人としての責任を全うしたいと思っておりますので、何卒
一層のご支援を賜わりますようお願い申し上げます。

理 事 長
理 事

監 事
評 議 員

社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会

相 馬 信 夫
笠 原 嘉 、 木 本 精 之 助 、 豊 田 壽 子 、 塚 田 道 生 、 長 岡 利 貞

西 沢 信 正

内 河 恵 一 、 小 山 勇

笠原嘉、川原恵、川原啓美、木本精之助、相良右章、芝原慶次、相馬信夫、

塚田道生、豊田壽子、中島緑、中堀仁四郎、長岡利貞、西沢信正、
ピーター・チョーク、渡辺宜親

- ４ -
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運営委員会報告

昨年、社会福祉法人として認可されて愛知「いの
ちの電話」協会となり、この一年間は対外的に更に
大きく発展する大きな転換期となりました。
大きな行事としては、開局五周年記念と法人認可
を祝う集いを、６月３０日に開き、これまでに御協力
いただいた多くの関係者に感謝し、即小長以下全員
ボランティアとして活動する者として、お互いに感

謝し、喜び合いました。
また、自殺予防学会の全国大会を名古屋いのちの

電話が主になって準備を担当して、１０月１３日に開催
しました。同じ問題に取り組む全国の仲間と教育や

戸ｋ保健、電話机談関係など、名古屋の各方而の関係者
と共に「命を守るネットワーク」をテーマに学ぶこ
とが出来たことは人きな収穫でした。
チャリティー・コンサートも７月と８月の２回開

催いたしました。企Ｄ山、開催に当たり、多くの方が
ボランティアとして関わって下さいました。殊に、

出演して下さった方々の御好意があってこそ成果の
あることを思い深く感謝いたします。

宗教者によ釘ｌｊ頭募金活動も３回目となり、金額
はともかく宗派、教派を超えた交流の場を造り、理
解を深め、最普の広報活動となりました。
運営委貝会に机談貝の代表者が参加するようにな
り、受話器を取っている現場の声が聞け、全体の運
営は好ましい力向へ少しずつ進んでいます。
この春には、設立以来御協力下さった委員の中の

や何人かが転任などのために退任されました。運営委
員長も塚田に代わり、水谷巍氏が引き受けて下さい
ました。新しい飛囃に向けて、今まで以上の御支援
をお願いいたします。

（ 運 営 委 員 長 塚 川 辺 生 ）

訓練委員会報告

●第５期相談貝養成講座：昨年９月から３３名参加で
開始したが、-・年の研修を終え１０月３０日２８名が認定
を受けた。
●訓練委員会の日程と主な議題は次の通りである。
４月２日５期受講者の第２過程に移る際の審査
５月７日新しいケース整理係のねらいの確認

スーパービジョン評価表改訂
６月川ヨスーパービジョン未受講者について
７月９日５期受講者・９１年度の継続研修につい

て（継続研修を考える会の報告を受け
て）

９月１０日自殺予防総合シンポジウム打ち合せ
１０月１５日５期受講者認定について
１０月１８日認定委員会
Ｈ月１９日１９９１年事業計画について
１２月１０日第６期養成講応の計画
】月２Ｈ」スーパーバイザー懇親会

長欠者への連絡について
２月２５日９１年継続研修について

スーパービジョンの方法の検討。キ目談
員同志の相互研修について（１期生）

川り口６期養成講座参加希望者の面接にっい
て

●自殺シンホジュウム：長岡訓練委貝か実行委員長、
佐藤与紀、斎藤延枝両委員が同実行委貝会に人り、
他の尖行委貝と共に準備をおこなった。また他の委
貝が当日の分科会、総合シンポジュウムの司会を担
当した。
●継続研修：継続研修を考える会とともに立案、実
施した。Ｍグループ（毎月１回）１４５名の参加。
内容；・絹織の行動科学・電話相談におけるイメー
ジ・教え、学び、生きる・電話相談の実際・不安と
性と本１１１神呻害・ＳＯＣＩＡＬＣＡＳＥＷＯＲＫ・刀禰研究・
ＴＡによる自己理解・カウンセリングの基礎・精神
障害と心話相談・電話をとってみて・憩いの広場
なお、継続研修を考える会は、相談員によるもの

であるが、４回開催した。
●その他
４月２７日緊急電話の研修会。
５～６月グループスーパービジョン。
７月２征ｌ近畿東海ブロック訓練担当者会議。
８月２０日～２１日

憩いの広場グループ主催のキャンプ。
２月２３日スーパーバイザー懇親会。
３月２３日、２６日

登録更新の研修会を行なった。また３
回の近畿東海ブロック統計担当者会議
を経て小冊子「１９８９年いのちの電話と
自殺の相談」を発行した。
（ 訓 練 委 員 長 巾 堀 仁 四 郎 ）

- ５ -



財務委員会報告

１９８５年開局以来の「名古屋いのちの電話」の財政状態は、奉仕活動の拡大と、それに伴う経費の増加をま
かなうには、後援者、支持団体の年々の増加にもかかわらず、毎年後追いの状態で、苦しいやりくりを余儀
なくされる状況が続いていました。
「いのちの電話」の恒久的な継続発展のために、社会福祉法人化を実現して、財政基盤の安定をはかるこ

とが計画され、３０００万円の基金募集が実行に移されたのは１９８８年～１９８９年のことでありました。
そして１９９０年度は、関係者の努力と愛知県当局の理解により、開局以来の悲願であった社会福祉法人の認

可を得たものの、新しく誕生したこの法人は、安定度の高い財務運営を強く要求されて、１０年間に基金を１
億円にまで増額することを設立後の課題とすることになりました。
しかし、新法人の第１年度、１９９０年度は、私共の想いにまさる恵まれたよき年となりました。６月３０日に

は、名古屋いのちの電話開局五周年、社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会設立記念式、感謝会が盛大に
開催され、更にこの盛り上りを活かして、１０月１３日自殺予防シンポジウムの当地開催をホストし、この間再

１ ９９ Ｏ年度収支計算書
借 方 （ 支 出 の 部 ） 貸 方 （ 収 入 の 部 ） ・

科 目 １９９０年度決算額 科 目 １９９０年度決算額
事業費支出

７０１教育・訓練費
７ ０ ２ 広 報 費
７０３調査・研究費
７ ０ ４ 渉 外 費
７０５特別事業費
７１１職員給与
７ １ ２ 賞 与
７ ２ １ 賃 金
７ ２ ２ 退 職 金
７２３法定福利費
７２４福利厚生費
７２５退職引当金
７３１旅費・交通費
７３２通信費
７ ３ ３ 電 話 料
７ ３ ４ 印 刷 費
７３５事務用品費
７ ３ ６ 会 議 費
７３７郵便振替負担料
７３８支払手数料
７４１節９負担金
７４２諸会費
７ ４ ３ 共 益 費
７４４水道光熱費
７４５消耗品費
７ ４ ６ 備 品 費
７ ４ ７ 営 繕 費
７５１租税公課
７ ５ ２ 拠 出 金
７ ６ １ 保 険 料
７ ７ １ 雑 費

事業外支出
８２１：元利償還金
８２２支払利息
８３１繰入金支出
８４１雑支出
８５１固定資産取得額
８６１積立金繰入

８７１基金繰入

（１４，９２６，９１０）
１，５５６，２８４
１３８，５６７
３７，６７０
１，７００

１，０８２，９９３
４，１３５．８００
１，２０６，２７５

０
４３７，５６０
１８２，９８７
１３，３２９

０
４０８，７６０
６０２，９１０
１９８，３２４
９３８，５３１
１２２，７４３
１３，６６０
４１，６４０
２．６７８

２４０，０００
２２，４００

６００，０００
３６０．０００
６５，８９０

１，０３２，３００
１０，４０３

０
１，３６３，８００

５３，５４６
５６，１６０

（ Ｏ ）
０
０
０
０
０
０

５，９２５，４９３

事業収入
５０１助成金
５０２共同募金配分金
５１１会費（法人）
５１２会費（個人）
５１３賛助会費（Ａ）
５１４賛助会費（Ｂ）
５１５賛助会費（Ｃ）
５１６協力会費
５１７相談員の会会費
５２１寄付金（個人）
５２２寄付金（団体）
５２３年末募金
５３１後援会（個人）
５３２後援会（団体）
５４１特別事業収入
５５１講座受講料

５８１基金募金収入

事業外収入
９ １ １ 繰 入 金
９１２引当金戻入
９１３設備資金借入収入
９１４積立金戻入
９２１受取利息
９ ２ ２ 雑 収 入

（２０，７７９，６６９）
１，３００，０００
１，１５０，０００
６，５３５，０００

３５，０００
１，６３０，０００
８１３，０００
５９４，０００

０
１０８，０００

２，２１８，５００
２，８４２，１００
１，１２５，５１０

０
０

２，００９，５５９
４１９，０００

１５０．０００

（１，１３７，５５９）
０
０
０
０

８６０，３８４
２７７，１７５

小 計 ２０，８５２，４０３ 小 計 ２２，０６７，２２８

前期繰越剰余金
当期剰余金

９５９，２２１
１，２１４，８２５ 前ｌ１月繰越剰余金 ９５９，２２１

合 計 ２３，０２６，４４９ 合 計 ２３．０２６，４４９
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度にわたるチャリティコンサートも開催する等、この年の一連のいのちの電話の対外的特別事業は、愛知
「いのちの電話」協会名古屋いのちの電話の存在とその奉仕の実際を、地域社会に強く印象づけることに役
立ったものと思われます。１１月～１２月にかけて実施した法人賛助寄付募集には、これまでにない強い反響が
与えられ、当年度の法人賛助件数は１２０社に及び、総額６５０万円を上廻るものとなりました。
財務委員会は、２月１８日開催の理事会に対し、１９９０年度の収支予算１８００万円について、補正予算２１１６万円

を提案し、承認されるところとなりました。この結果決算に於いて、当初の計画を上廻る５９２万円の基金繰
入れを実施した上、残額は次年度に繰越すことになり、開局以来はじめて、実質的な黒字決算を報告出来る
ことになりました。
理事、委員諸氏の年来の努力はもとより、いのちの電話関係者すべての方々の、夫々の立場での地道な奉

仕活動の蓄積が、ようやく数字の上にもむくわれはじめたものと理解し、深甚の感謝をもって財務委員会の
報告といたします。

（ 財 務 委 員 長 木 本 精 之 助 ）

１９９ １年度予算
借 方 （ 支 出 の 部 ） 貸 方 （ 収 入 の 部 ）
科 目 １９９１年度予算額 科 目 １９９１年度予算額
事業費支出

７０１教育・訓練費
７０２広報費
７０３調査・研究費
７ ０ ４ 渉 外 費
７０５特別事業費
７１１職員給与
７ １ ２ 賞 与
７ ２ １ 賃 金
７２２退職金
７２３法定福利費
７２４福利厚生費
７２５退職引当金
７３１旅費・交通費
７３２通信費
７３３電話料
７３４印刷費
７３５事務用品費
７３６会議費
７３７郵便振替負担料
７３８支払手数料
７４１連盟負担金
７４２諸会費
７４３共益費
７４４水道光熱費
７４５消耗品費
７４６備品費
７４７営繕費
７５１租税公課
７ ５ ２ 拠 出 金
７ ６ １ 保 険 料
７ ７ １ 雑 費

事業外支出
８２１元利償還金
８２２支払利息
８３１繰入金支出
８４１雑支出
８５１固定資産取得額
８６１積立金繰入

８７１基金繰入

２，８９５，０００
６２０，０００
２５０，０００
３０，０００

５００，０００
４，０６７，０００
１，４７０，０００

０
３８５，０００
２７０，０００
２０，０００

０
３８４，０００
６００，０００
２００，０００
５００，０００
１２０，０００
１５，０００
６０，０００
５，０００

２８０，０００
１５，０００

７２０，０００
４８０，０００
２００．０００
２７０，０００
１００，０００
５０，０００
１８４．０００
５０，０００
５０，０００

０
０
０
０
０
０

５，５００，０００

事業収入
５ ０ １ 助 成 金
５０２共同募金配分金
５１１会費（法人）
５１２会費（個人）
５１３賛助会費（Ａ）
５１４賛助会費（Ｂ）
５１５賛助会費（Ｃ）
５１６協力会費
５１７相談員の会会費
５２１寄付金（個人）
５２２寄付金（団体）
５２３年末募金
５３１後援会（個人）
５３２後援会（団体）
５４１特別事業収入
５５１講座受講料

５８１基金募金収入

事業外収入
９ １ １ 繰 入 金
９１２引当金戻入
９１３設備資金借入収入
９１４積立金戻入
９２１受取利息
９ ２ ２ 雑 収 入

１，０００，０００
４００，０００

５．０００，０００
９００，０００

２，５００，０００
１，０００，０００
６００，０００

０
１５０，０００

２，０００，０００
２，３００，０００
１，２００，０００

０
０

７００，０００
１，４４０，０００

１００，０００

０
０
０
０

９００，０００
１００，０００

小 計 ２０，２９０，０００ 小 計 ２０，２９０，０００

８８１当期剰余金
（翌年度繰越金） ０ ４３７前期繰越剰余金

（前年度繰越金） ０

合 計 ２０，２９０，０００ 合 計 ２０，２９０，０００

- ７ -



名 古 屋 い の ち の 電 話 ５年の歩み

０

２，０００

１，０００
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７，０００

６．０００

５，０００

４，０００

８，０００

９，０００

商

１９８６

９，１６３件

１９８７

１１、６４８件

８

１９８９

１５、１１６件

□ 無 言 ｍ
□ 女 性 ，
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｜
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５７３ ｉ

／ 可可

｜１｜｜｜
１９０５

／
／
／ ｜｜｜｜｜ １１１１

Ⅲ
／

｜ １ ｜｜…………
１９８５．７～

３，９４３件
１９８８

１７，２１０件

１９９０

１２，６４３件

を決めたり、リズムに合わせて勝ちぬきをしたり、相手は一人でも大勢でもどんな場所でもできたなあ一
と。

ｊｌ
　ｌ

五月晴れの１日、友人に誘われて大阪の造幣局の桜のトンネルにあそんだ。色とりどり、
形さまざまの約１１０種の桜がみごとに咲き競っている。同じ桜の仲川でも艶やかなもの、
淋しげなもの、目立たないもの等々それぞれから受ける印象はさまざまだが、皆美しくそ
の下を歩く足は立ち止まりがちである。帰りの車中でガイドさんからお土産をあげる人を
決めるためにジャンケンでーと提案があり乗客全員が無邪気に手を出し応じたのだが、
私はジャンケンをしながら、こどもの頃のあそびに思いを馳せていた。ジャンケンで順番

】４，０００

１３．０００

１２，０００

１１．０００

１０，０００

１６，０００

１５，０００

１７，０００

件 数
１８，０００

１９８５．７～１９９０．１２

１９８５年７月～１９９０年１２月

名古屋いのちの電話は，１９８５年７月｜日に開設されました。この５年間に受信した総件数は６９，７２３件で，
そのうち相談員との会話がなかった無言電話１６，３５８件をのぞくと相談電話の受信件数はｆ５３，３６５件となります。
（１９９０年１２月３１日現在）これは１日あたり３３件の相談電話を受信していることになります。

受 信 件 数 の 推 移

点
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〃
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相談内容男女別の相談件数

１６４２件

１９９０．１～１２月

男 □ 男 性 ５ ， ６ ７ ｏ 件 □ 女 性 ３ ， ４ ６ ９ 件-
総件数９，１３９件
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年代別の相談件数１９９０

心痛む「自殺」をなんとか未然に防ぎたい・・・・「いのちの電話」はこのように願って
毎日活動しています。
警察庁から発表された１９９０年の自殺者は、『２１、３４６人』でした。（交通事故死は１１、２２７人）
この数字は咋年より１、０９０人減ったものの、６５才以上の高齢者の割合が全体の３割にのぼって
います。また、管理職や高校生の自殺は増加傾向にあります。

ジャンケンは幼児にもできる単純なあそびだが、このあそびの中には東洋的な深い哲学があり世界観

がある、と闘いたことがある。グー・チョキ・パーの相互関係だが、グーはチョキに勝ちパーに負ける。

三 つ はそ れ ぞ れ 全 能 者 で も な け れ ば 敗 者 で も な い 。 そ れ ぞ れ に 力 を 持 って い る と 同 峙 に 弱 さ も 持 って い

る。どんなに優れた人でもその人なりの弱さがあり、どんな弱い人でもその人なりの素晴らしい面を持っ

ていると思う。

この考えか先に見た桜の花のイメージに重なった。

ひ と り 一 人 が 自 分 の 個 性 や た ま も の を 知 り そ れ を し っ か り 仲 ば すと 共 に 、 相 手 の 個 性 や た ま も の も 認
め 十 分 尊 重 し 合 い な が ら 、 お 互 い に 成 長 し て い き た い と 思 う 。 （ Ｈ ． Ｎ ． ） 。

- ９ -
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心 ｀
「ベルの会」誕生

Ｘ`

・ｒ？

暖かいふれあいと助け合いの心を持ち、電話相談員
としての訓練を受け、登録・認定された人々のあっま

りである「名古屋いのちの心話・相談貝の会」の結成
・総会が５月１８日に開かれ、「相談員の会（愛称＝ベル

の会）」を発足することか出米ました。

このあゆみは、「わたしとあなた」のいのちの電話

（なごやいのちの電話だよりＮａ８）からの出発でした。
電話を取るだけではなく、もう少し広い視野に立つ相

談員同志のネットワークと交流の場として皆が支えあっ
た成果でもあります。
１９８７年、世話人会発足と同峙に目迂話人の役割は」

を考え、「相談貝の会」を創ろうということで規約の

検討に取り組み、ＪＵＩ営委八会へ捉案しました。
運営委員会から「現在出されている規約案の今後の

取扱いに関係なく、世話人会から迎営委貝の参画を要
請する」ということで、２名の委員が相談活動以外の
場にも参画し、協力システムか明確になりました。
１９９０年、法人化がきっか、けとなり、再度「相談員の

会発起人会」・りｉ設置され、規約案のまま１９９０年度の世
話人会に引き継がれ、】年の試行期間を経て名実とも
に「相談員の糾織」として新たな道へと進展しました。
個人の資格でボランティアとして相談貝になられた

方の中には、糾織的な手続きを必要とする電話相談以
外の活動はなじまないと感じる方もおられると思いま
す。けれど、社会的に大きな力を発抑するために、組
織は大きな助けになる場合もあります。
緩やかで、そして誕もが関わっていけるシステムと
ネットワークをめざし、やっとスタートラインについ

た相談貝の会を杵でしっかりと育てていきましょう。

（Ｎ．Ｈ）
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ご援助ありがとうございます
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武 田 機 工 ㈱ ㈱ タ ケ ヒ ロ 猪 村 工 業 ㈱ ト ョ タ ビ ス タ 名 古 屋 ㈱

㈱ 東 郷 製 作 所 栄 開 発 ㈱ 萩 原 電 気 ㈱ 大 豊 工 業 ㈱

川 北 電 気 工 業 ㈱ 糸 重 ㈱ ト ヨ タ 車 体 ㈱ 太 洋 ゴ ム ㈱

名古屋聖マタイ教会
日本キリスト教団豊山教会
中村三郎
日本福音ルーテル名古屋教会
日本キリスト教団名古屋東教会
日本キリスト教団広路教会
財団法人名古屋ＹＷＣＡ
日本キリスト教団敦賀教会
学事出版
小牧カトリック教会
日本キリスト教団名古屋北教会
渫村修
清島恒徳・須栄子
菅原明彦
今泉宗久
Ｒ・Ａ・メリット
伊藤美江子
カトリック東山教会
津ノ国紅
偶野秋信
神尾初子
能登みい子
学校法人福井栄冠学園栄冠幼稚園
幼き聖マリア修道会
日本キリスト教団春日井教会婦人会
中村三郎
財団法人名古屋ＹＭＣＡ
崇覚寺

社会福祉法人愛知県共同募金会

- １ ９ ９ １ 年 度 賛 助 会 員 募 集 に ご 協 力 下 さ い 。 - （ 募 集 期 間 ６ 月 ｌ ｏ 日 ～ ７ 月 ｌ ｏ 日 ）

今年度は「名古屋いのちの電話」を支えて下さる賛助会員の募集を計画いたしました。
あなたの知人、友人の内、私達の市民による市民のための、新しい形の社会福祉事業に賛同し、援助下さる方の入
会をお奨め下さるようお願いしております。
先ずお奨め下さる方々のお名前、住所を事務局にご連絡下さい。事務局からお願い状を発送させていただきます。
その結果はお知らせするようにいたします。
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楠忠雄
吉田好枝
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豊田幹司郎
日本キリスト教団愛知教会婦人会
豊田江美
伊藤倫子
秋田芳江
岡崎和子
山田久子
ドミニコ会聖ョゼフ修道院
聖心会名古屋修道院
川名山聖霊修道院
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社会福祉法人東海テレビ福祉文化事業団
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賛助会員（Ｃ》
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賛助会員（Ｂ）

財 務 委 員

清 島 恒 徳 ・ 須 栄 子 河 村 久
草 川 善 仁 西 福 寺 愛 知 暢
布 施 田 さ な ゑ 犬 山 寂 光
飯 尾 て る 田 中 健 次

１９９１年１月１日より４月末日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深り剖射いたしますと共にご
報告申し上げます。（順不同・敬称略）

社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会
理 事 長 相 馬 信 夫
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「 ｉ 古 屋 い の ち の 電 話
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日 誌 ’ Ｌ 。 - ・ ・
．．＿．．」

１月１９日合同新年会
２０日井上幼稚園講演
２１日訓練委員会
２５日財務委員会

２月５日三委員長会
１８日理事会、評議員会
２３日スーパーバイザー懇親会

３月９日お茶会
１５日運営委員会、財務委員会
１８日塚田・早川夫妻、小川先生歓送会
２３、２６日登録更新研修会
２５日訓練委員会

４月１５日運営委員会
１６日第６期相談員養成講座開始
１６日共同募金配分金決定書交付式
２４日

５月７日
８日
１３日

５月１８日
２０日

㎜ ● ● ㎜ ● ● 皿

財務・運営合同委員会
同上、合同委員会
財務委員会
訓練委員会
相談員会創立総会
理事会、評議員会、運営委員会

バ ン ド 八 卜 ●

-
一
哆
-

一 ご寄付下さる皆様へ

当協会への寄付金については所得税や法人税の
優遇措置が受けられます。
★個人の場合
確定申告によって、所得税法、（第７８条１項・
２項３号）の規定により寄付金控除が受けら
れます。

：；；Ｕ詰？ｊ；？１かのぃｆ・ｒｌ、カ４ぃ回
-（１万円）＝寄付金控除額

★法人の場合
確定申告によって寄付された金額を法人税法
（第３７条３項３号）の規定により、一般損金
算入の枠の他にこれと同額枠の損金算入枠が
認められます。

★本協会の発行する領収書は大切に保管して下
さい。

お問い合わせは…
社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会

事務局咩９７１-５１８１

賛助会員を募集していますー・・-ご協力をお願いします

いつも資金ボランティアとして会費やご寄付をい
ただき有難うございます。心から御礼申し上げます。
年間１、５００万円の運営資金と共に、法人の基金を１０

年間で１億円積立ての課題を与えられております。
会員の皆様の旧倍のご支援と共に、会員増加の運

勁にもお力を添えて下さいますようお願いします。
法人となりましたので寄付金の税法上優遇措置が

受けられるようになりました。

㎜ ● ● ㎜ ● ●

（１〉法人会費年間５万円・１０万円
（２）賛助会員（年間１口）

Ａ１０，０００円Ｂ５，０００円Ｃ３，０００円
（３）
（４）

一般寄付

夏期・年末寄付ご自由な金額で結構です
口座名社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会

一
-
ｓ
９
-
＠
一

讐

ｈ理 事 長 相 馬 信 夫 １
口座番号東海銀行大津町支店（普）４７７０２９
郵便振替口座名古屋１-５３７５８

Ｉ
．
．
ｊ

【ＭＥＭＯ】
新緑のすがすがしい季節です。この号は、１９９０年度の事業報告としてお届けいたします。

社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会の一年を経た様子がおわかりいただければ幸いです。
ご意見、ご感想をお寄せください。また、表紙の詩、窓のコーナー、点滴などへの投稿もお待ちして
おります。

社会福祉法人愛知「いのちの電話」協会
名古屋いのちの電話

〒４６１-９１名古屋東郵便局私書箱第２５７号
事務局容（）５２-９７１-５１８１

相談電話容（）５１！-９７１-４３４３
郵便振替口座名古屋１-５３７５８

東海銀行大津町支店（普）預金口座４７７０２９

- １ ２ -

１９９１．初夏

１９９１年６月１日発行
発 行 人 相 馬 信 夫
編集人広報委員会


